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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　暗所で発光し、連続的に配置される支持要素を有する複数のフォトルミネセンス要素（
１２；３０；３６；４４；８８；８４；１０２；１００；５４，５６；７０，７２；５６
，８０；１０４；１０６；１１２－８９）を備える航空機の脱出経路標識であって、
　前記支持要素が、一端または両端に隣接する前記支持要素と接続する接続端（１４，１
６；３１，３３；３８，４０；４６，５０；１０８；１１０）を有し、前記接続端は、円
弧状の延長部、または前記支持要素の配向軸（Ａ）に対して垂直に延びない少なくとも２
つの区画を有し、前記配向軸（Ａ）は、直線状に延びる支持要素については中央長手方向
軸と一致し、曲線状の支持要素については曲線状の中央長手方向軸の延長部に位置し、各
支持要素がチェーンの様式で接続され、
　前記支持要素が、１つの端部に第１の接続端と、第２の端部に第２の接続端とを有し、
前記第１および第２の接続端は相補的形状を有していることを特徴とする、航空機の脱出
経路標識。
【請求項２】
　前記支持要素が前記配向軸（Ａ）に対して対称的に構成されることを特徴とする、請求
項１に記載の脱出経路標識。
【請求項３】
　連続的に配置されている支持要素の前記接続端が、１つの区画に沿って互いを当接する
ことを特徴とする、請求項１または２に記載の脱出経路標識。
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【請求項４】
　少なくとも１つの区画の前記接続端が、曲線部を有することを特徴とする、請求項１か
ら３のいずれか一項に記載の脱出経路標識。
【請求項５】
　前記接続端が円形の形状を有することを特徴とする、請求項４に記載の脱出経路標識。
【請求項６】
　前記接続端の相補的形状によって、確実な接続が可能になることを特徴とする、請求項
５に記載の脱出経路標識。
【請求項７】
　少なくとも１つの接続片（５８，７４）が設けられ、これを介して２つの隣接する支持
要素（５４，５６；７０，７２）が互いに接続されることができることを特徴とする、請
求項１から６のいずれか一項に記載の脱出経路標識。
【請求項８】
　前記接続片（５８，７４）が、その端部にアンカーピン（６０）を有する長形の要素（
５８）として構成されることを特徴とする、請求項７に記載の脱出経路標識。
【請求項９】
　前記支持要素（５４，８８）の下面が、アンカーピンのための少なくとも１つの凹部（
５５，８７）を有することを特徴とする、請求項８に記載の脱出経路標識。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は航空機の脱出経路標識に関する。
【背景技術】
【０００２】
　航空機内の脱出経路標識として、フォトルミネッセンスストリップを航空機の床面に配
置することが知られており、これはまた非常用標識としても示されるものである。フォト
ルミネッセンスは、時として、残光および／またはリン光としても示される。安全要件は
、たとえばドイツ工業標準規格ＤＩＮ　６７　５１０に特定されている。ストリップは床
面に直線状に敷設され、非常事態の場合に搭乗者および乗組員をドアおよび非常口まで誘
導する。従来、フォトルミネッセンスストリップは、上記のストリップがフェイルセーフ
であって電源なしで作動し得るため、航空機の設計においてますます受け入れられてきて
いる。
【０００３】
　非常用照明装置は、たとえば国際特許公開第９６／３３０９３Ａ１号から知られており
、ここでは、フォトルミネッセンスストリップが透過性の支持要素に配置されている。こ
の場合、支持要素は、１つ、２つまたは、３つの部分に構成されてもよい。各支持要素は
、長形で矩形の形状をしており、したがって、さらなる支持要素に対して９０度および１
８０度の向きで敷設されてもよい。
【０００４】
　フォトルミネッセンス反射性シートが、国際特許公開第９４／１７７６６Ａ１号から知
られている。平面的な材料から長形のストリップを作製することが提案されている。
【０００５】
　長形のストリップからなるフォトルミネッセンス脱出経路標識が、米国特許第４，４０
１，０５０号から知られている。矢印が、方向性を示す標示された脱出経路の表示器とし
て設けられている。
【０００６】
　方向性を示す脱出経路の表示器は、国際特許公開第８７／０２８１３Ａ１号から知られ
ており、床面上の別々の分離した矢印として航空機の通路に沿って配置されるフォトルミ
ネッセンス手段によって作動する。
【０００７】
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　持続性蛍光層が、欧州特許公開第０　４８９　５６１Ａ１号から知られており、ここで
は着色顔料が重合体マトリクスに組み込まれている。この場合、蛍光物質が支持部に組み
込まれていてもよく、さらなるフィルタを用いて蛍光光線に異なる光学特性を与える。
【０００８】
　フォトルミネッセンス材料で裏打ちされた安全標識が、仏国特許公開第２　３０８　１
５５Ａ１号から知られている。
【０００９】
　米国特許第４，２０８，３００号は、階段や道路交通状況で使用されることができるよ
うな、フォトルミネッセンス材料のためのアセンブリを開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】国際特許公開第９６／３３０９３Ａ１号公報
【特許文献２】国際特許公開第９４／１７７６６Ａ１号公報
【特許文献３】国際特許公開第８７／０２８１３Ａ１号公報
【特許文献４】欧州特許公開第０　４８９　５６１Ａ１号公報
【特許文献５】仏国特許公開第２　３０８　１５５Ａ１号公報
【特許文献６】米国特許第４，２０８，３００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　今日では、客室の家具を設計する要件が変化していることが認められ得る。特に、矩形
の家具を設ける傾向はもはやなく、曲線状の輪郭を備えた家具を設ける傾向にある。たと
えば曲線状の外部輪郭を備えたシート席や、供給域の食器棚およびカウンタなどの曲線状
の家具の審美的効果に加えて、曲線状の家具にはまた、たとえばたやすく負傷しないであ
ろうなど、搭乗者にとって安全面での利点がある。客室のより複雑な設計の家具によって
、柔軟な方法で脱出経路標識を家具に適合できるようにすることもまた必要となる。
【００１２】
　本発明の目的は、簡潔な方法によって航空機の客室の様々な要件および設計に適合可能
な脱出経路標識を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明によると、本目的は、請求項１の特徴を含む脱出経路標識によって達成される。
有利な実施形態は、従属項の主題を形成するものである。
【００１４】
　本発明による脱出経路標識は、航空機に設けられ、脱出経路を表示するために暗所で発
光する複数のフォトルミネッセンス要素を有する。フォトルミネッセンス要素のそれぞれ
は、たとえば接着またはねじ接続などによって内層面に取り付けるための支持要素に配置
される。本発明による支持要素は、その端部に接続端を有し、これが次の支持要素との境
界を形成する。本発明によると、接続端は、この接続端のどちら側もが曲線状に延びるよ
うに、あるいは、少なくとも２つの区画において、接続端の領域の断面に垂直に配置され
ている支持要素の配向軸に対して垂直に延びないように構成される。直線状に延びる支持
要素では、配向軸は中央長手方向軸と一致し、曲線状の支持要素では、配向軸は曲線状の
中央長手方向軸の延長部に位置している。接続端は、円弧状に延びるか、あるいは、配向
軸に対して垂直に延びない複数の区画を有する。便宜上、各区画は、配向軸に対してそれ
ぞれ異なる角度で延びる。
【００１５】
　配向軸に対して垂直に延びない本発明による接続端では、連続的に配置される２つの支
持要素が、９０度および１８０度異なることのできる互いの角部を囲む。本発明による支
持要素の実施形態によって、脱出経路標識として上記の支持要素を円弧状に敷設すること
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が可能になる。このように形成された曲線状の脱出経路標識は、客室内の家具の輪郭に特
に容易に採用することができる。他の形状もまた、脱出経路標識に採用されてもよいので
、全体として、上記の脱出経路標識が、標示されるべき脱出経路に必要な条件により容易
に適合することができる。個々の要素が直角または直線で互いを常に当接する、既知の脱
出経路標識と比較して、本発明による支持要素により、任意の曲線または経路に脱出経路
標識を敷設することが可能になる。
【００１６】
　好ましい実施態様では、支持要素がこれらの中央長手方向軸に対して直線状で対称的に
構成される。対称的な接続端を有する支持要素には、左右の支持要素の区別がつかず、支
持要素は、脱出経路標識の左に曲がる湾曲部、さらには右に曲がる湾曲部として使用され
てもよいという利点がある。
【００１７】
　好都合な実施形態では、連続的に配置されている支持要素の接続端が、１つの区画に従
い互いに平面的に当接する。
【００１８】
　１つの可能な実施形態では、接続端が多角形の外形として構成されている。本実施形態
において２つの接続端が互いに接触して位置している場合、上記の接続端は、多角形の区
画の領域で互いを平面的に支持する。
【００１９】
　代替の実施形態では、少なくとも１つの区画の接続端が、曲線状の構成をしている。好
ましくは、接続端の湾曲部として円形の形状を使用してもよい。
【００２０】
　特に好都合な実施形態では、支持要素が、１つの端部に第１の接続端と、その第２の端
部に第２の接続端とを有する。第１および第２の接続端は、好ましくは相補的形状を有す
る。本実施形態では、特に、２つの隣接する支持要素間に可能な限り最大の表面積を有す
る接続部を作成する目的で、接続端の相補的形状が互いに適合される。
【００２１】
　好ましい実施態様では、支持要素間で確実な接続が可能となるように、接続端の相補的
形状が構成される。確実な接続によって、支持要素を互いに固定して、組立てられた状態
にある上記の支持要素を互いに長手方向に移動することができないようにする。特に、支
持要素がこれらの角度位置を互いに無段階に調整することができるような確実な接続を構
成してもよい。
【００２２】
　特定の実施形態において、２つの隣接する支持要素が接続片を介して互いに接続される
。接続片は、リンクチェーンの様式で支持要素を接続する。その接続された支持要素の特
定の利点は、これらを固定することによって上記の支持要素を容易に内層面に配置して位
置合わせすることができることである。
【００２３】
　好ましい実施態様では、接続片が、その端部にアンカーピンを有する長形の要素として
構成される。好ましくは、アンカーピンは、支持要素の下面の凹部に配置される。このよ
うに、接続片によって、支持要素間の正確な間隔が保証され、したがって、支持要素のチ
ェーンを移動して位置合わせすることが可能になる。
【００２４】
　好ましい実施態様では、それぞれフォトルミネッセンス要素を支持する２つの接続端を
有するアダプタ要素が設けられており、その形状は支持要素の接続端の形状に適合してい
る。支持要素を、両側にアダプタ要素に対して異なる角度で位置決めしてもよい。アダプ
タ要素および支持要素を所定の角度範囲内で互いに位置合わせすることができるように、
アダプタ要素は、円弧凸状の設計で構成され、支持要素は円弧凹状の設計を有するのが好
ましい。アダプタ要素の接続によって、支持要素を敷設する場合に特に狭い半径を描くこ
とが可能になる。
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【００２５】
　好ましい実施態様を、図面を参照しつつ以下により詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】互いに隣接して円弧状に配置されている脱出経路標識の支持要素を示す図である
。
【図２】図１の支持要素の断面図である。
【図３】連続的に配置され、円弧を描く支持要素のチェーンを示す図である。
【図４】支持要素のうちの１つの断面図である。
【図５】連続的に配置されている一列の要素を示し、支持要素は隣接する要素の凹部に配
置される、突出した頭部を有する図である。
【図６】舌部と溝部との接続部を介して端部で互いに接続される支持要素のチェーンを示
す図である。
【図７】支持要素の接続部の端部領域での断面図である。
【図８】下からの見た支持要素を示す図である。
【図９】接続片を介して互いに接続される支持要素を示し、支持要素の端部が曲線状のキ
ャップを介して閉止されている図である。
【図１０】接続片を介して互いに接続され、曲線状の端部キャップを有する支持要素のチ
ェーンを示す図である。
【図１１】チェーンの端部に設けられ、曲線状の端部キャップを有する支持要素を示す図
である。
【図１２】支持要素のさらなる実施形態を示し、その支持要素が管状構造を有しており、
曲線状の端部キャップを介して閉止されている図である。
【図１３】図１２の管状支持要素の断面図である。
【図１４】端部キャップを介して閉止されており、内層面をねじ接続するための孔および
皿穴部を有する支持要素の構造を示す図である。
【図１５】アダプタ要素がその間に配置されている要素の構成を示す図である。
【図１６】丸い接続端、または先の尖った接続端を有する要素のチェーンを示す図である
。
【図１７】上面および下面から見た、接続片を介し互いに接続される要素の構成を示す図
である。
【図１８】航空機の客室の前側部分を示す概略平面図である。
【実施例】
【００２７】
　図１は、曲線路に沿って配置されている一連の支持要素１２を示している。支持要素１
２のそれぞれは、外方に隆起した凸状の接続端１４と、内方に隆起した凹状の接続端１６
とを有する。接続端１４および１６は、ほぼ同じ曲率を有するので、突出した接続端１４
を内方に隆起した接続端１６に入れて、２つの支持要素１２を連続的に配置することがで
きる。２つの支持要素は、対称的な角度範囲にわたってこれらの中央長手方向軸に対して
互いに位置合わせされてもよい。直線状に構成された支持要素としては、支持要素の中央
長手方向軸は、配向軸と一致する。
【００２８】
　図２は、支持要素１２の断面図を示している。側方に突出した羽根２０を有するカバー
１８が、断面図で明らかに視認できる。カバー１８は、ホルダ２２に載置されている。ホ
ルダ２２は、トラフ状の構造を有し、フォトルミネッセンス材料２４を受け入れる。フォ
トルミネッセンス材料２４は、細長い棒の形状で設けられており、ホルダ２２に挿入され
るか結合されている。フォトルミネッセンス材料２４は、カバー１８を介してホルダ２２
に固定される。カバー１８は、同時に、フォトルミネッセンス材料２４の保護カバーとし
ても役立つ。ホルダ２２は、支持要素の長手方向に延びる４つの突起２６をその下面に有
し、ホルダ２２が内層面に接着するのを促進する。
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【００２９】
　カバー１８の側方に突出した羽根２０は、突起の下面から、したがって内層面から間隔
を置いて配置されている。したがって、羽根２０は側方の隣接した床カバーと平担に密封
することが可能となる。
【００３０】
　図１で視認できる濃い境界線２８は、ホルダ２２から羽根２０までの移行部を示してい
る。カバーおよび／または羽根２０は、本実施形態およびさらなる実施形態において透明
であるように構成されている。
【００３１】
　図３は、凸凹の接続端３１，３３を備えた長形の支持要素３０が再度設けられている実
施形態を示している。支持要素３０は、フォトルミネッセンス材料３２がカバーなしで配
置されている平坦な支持部３４を備えた構造を有する。このような実施形態は、高さの低
い床カバー、たとえば平坦なプラスチック製カバーを接合する用途に特に適している。代
替として、フォトルミネッセンス材料はまた、透過材３２に塗布される下層３４として設
けられてもよい。
【００３２】
　図５は、ほぼ完全な円形の突起３８と、対向縁に対応する半円形の凹部４０とを有する
支持要素３６の構成を示している。支持要素３６は、隣接する支持要素の凹部４０に突起
３８で係着され、内層面に固定する前に互いに位置合わせされてもよい。
【００３３】
　個々の要素を床面に結合する変形例に加えて、位置合わせ済みのチェーンをこれらの突
起３８を通して内層面４２にねじ止めすることもまた可能である。互いに係着された支持
要素を、所定の角度範囲内で互いに連続的に調整してもよい。
【００３４】
　図６は、互いに固定され、舌部と溝部との接続部で重畳している、連続的に配置された
支持要素４４のチェーンを示している。図７の線Ａ－Ａに沿った断面から視認できるよう
に、第１の支持要素４４が、下方に設置されている端部区画４６を有する。端部区画４６
は、端部区画４６上で円形路に沿って延びる突起４８を有する。端部区画４６と重畳して
、円形に成形された溝５２を有する第２の端部区画５０が設けられている。端部区画５０
は、端部区間４６に重なり合う。２つの隣接する支持要素は、凹部５２に配置される突起
４８を介して互いにある角度で配置されてもよい。
【００３５】
　図９は、端部片５６によって密封される支持要素５４を示している。図９ａに示されて
いるチェーンは、２つの特徴が上述の構成と異なる。支持要素５４は、接続片５８を介し
て互いに接続されている。端部片５６は、端部側で支持要素５４に接続されている。接続
片５８は、これらの端部にアンカーピン６０を備えた長形の形状を有する。支持要素５４
は、アンカーピン６０を受けるのに役立つ凹部６２をその下面に有する。接続された状態
で、図９ｄは、２つの隣接する支持要素が接続片を介して互いに接続されていることを示
している。その結果、この構成によって、支持要素が互いに接続を損なうことなく、自由
に位置合わせされることのできるリンクチェーンの機能が達成される。
【００３６】
　支持要素５４の詳細が、図９ｃからさらに視認できる。フォトルミネッセンス材料を受
ける支持要素５４は、曲線状の端部キャップ６４，６６を介してそれぞれ両端で閉止され
ている。端部キャップ６４，６６は、端部キャップ６４，６６を支持要素に保持するそれ
ぞれ１対の指６８を有する。曲線状の端部キャップの特定の利点は、内部が効果的に密封
され、したがって、フォトルミネッセンス材料の顔料が酸化から守られると同時に、要素
の連続した位置合わせが可能な曲線状の接続端が存在することである。端部キャップは、
固定用の指を備えた平坦な基部要素を有してもよく、または周縁の端部壁を備えた凹部を
さらに備えていてもよい。前記設計に関係なく、端部キャップは支持要素を閉止する。
【００３７】
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　図１０は、接続片７４を介して互いに位置合わせされている支持要素７０，７２の構成
を示している。接続片７４は、一端にアンカー７６を有し、他端に半円形の凹部７７を有
する。アンカーピン７６は、支持要素の凹部に固定される。接続片７４の端部にある、ア
ンカーピンから離れて対向している半円形の凹部７７は、組立てられた状態で次の支持要
素にあるアンカーピンを当接する。また、凹部７７は、アンカーピン７６のためのスナッ
プ結合として構成されてもよいので、次の支持要素が接続片を介してさらに保持される。
【００３８】
　図１１は、図９または図１０の実施形態で使用されることのできるような２つの端部片
５６，８０を示している。端部片５６，８０は、隆起した接続端５７，８２と、直線状の
接続端とを有する。直線状の接続端は、キャップ５９または８４を介して閉止されており
、キャップ８４は２本の指を有し、キャップ５９は３本の指８６を有している。
【００３９】
　図１２は、長形の接続片９０を介して互いに位置決めされる支持要素８８，８９のさら
なる実施形態を示している。接続片９０は、図１０の接続片と類似した構造を有する。組
立てられた状態で、接続片９０は、支持要素の下で延びる連続した突起９４を形成する。
図１３に示すように、支持要素８８は下部に設置される凹部９２を備えた閉止スリーブを
有し、組立てられた状態で、接続片９０がこの中に挿入される。本実施形態では、フォト
ルミネッセンス材料が、曲線状の端部キャップによって好ましくは閉止されることのでき
る支持要素８８に挿入されている。
【００４０】
　図１４は、支持要素の断面図での別の実施形態を示しており、ここではカバー９４がホ
ルダ９６に配置されている。カバー９４は、ホルダ９６の長手方向に延びる突起９８を介
して床面に固定されることのできるホルダ９６を後方から把持する。フォトルミネッセン
ス材料は、カバー９４とホルダ９６との間に配置されている。
【００４１】
　図１５に示されている支持要素の構成は、アダプタ要素１００を有し、２つの支持要素
１０２間にそれぞれ配置されている。支持要素１０２は、長形の形状を有するのに対して
、アダプタ要素１００は楕円形またはほぼ円形の形状を有する。アダプタ要素１００が、
および場合により支持要素１０２の長さもが、短く、しがって接着表面が小さいので、十
分な固定接続を得るためには、アダプタおよび／または支持要素をねじ１０３で内層面に
固定することが好ましい。
【００４２】
　図１６は、支持要素１０４および１０６を備えた２つのさらなる実施形態を示している
。支持要素１０４は、半円形の接続端１０８を有する。支持要素１０６は、両端に先の尖
った接続端１１０を有する。支持要素１０４および１０６に関して、支持要素の断面が接
続端の少し前に認められる場合、接続端は、断面に対して順に垂直となる配向軸Ａに対し
て垂直に設置されない。配向軸Ａは、図１と同様に図１６に示されている。
【００４３】
　図１７は、支持要素１１２を備えたさらなる実施形態を示しており、これらの端部で接
続片１１４を介して互いに接続されている。接続片１１４は、支持要素の凹部（図示せず
）にそれぞれ配置されている２本のアンカーピンを有する。丸い接続端１１６によって、
支持要素１１２は、互いに連続的に調整されることができる。
【００４４】
　図１８では、客室１１８とコックピット１２０との間の領域に、１列の家具およびビル
トイン式の構成部品１２２がある。家具およびビルトイン式の構成部品１２２は、非常口
としても設けられている出口ドア１２４の前に配置されている。家具およびビルトイン式
構成部品１２２の前端部が、脱出経路標識１２６によって特徴づけられている。脱出経路
標識１２６は、１列の直線部を有し、家具の輪郭に適合した曲線部１２７と交互する。
【００４５】
　客室の中央の食器棚要素１２８はまた、曲線状に延びる脱出経路標識１３０によって特
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徴づけられている。航空機の長手方向において、脱出経路標識１３０は、２つの直線部を
有する。前面および後面１３２，１３４は、曲線状の脱出経路標識を有する。この点につ
いて、客室に向いている脱出経路標識１３２は、ほぼ一定の曲率半径を有するのに対して
、操縦室１２０に向いている脱出経路標識１３４は、一定の曲率半径を有していない。
【００４６】
　客室の中央列１３５の前端部１３６はまた、曲線状の脱出経路標識を有する。側方列に
、たとえばシート列から境界要素３６までの移行部などの脱出経路標識の曲線部が存在し
ていてもよい。この場合、反対方向に曲がる脱出経路標識１３８および１４０は、連続的
に直接配置されてもよい。
【００４７】
　図１８に示されている例から、特に明らかであるのは、非常事態の場合に搭乗者に迅速
かつ明確に向きを提供するために、実質的に直線状の要素が脱出経路標識でさらに使用さ
れていることである。非常事態時であってもたとえば食器棚１２８などの物体および障害
物のそばを通って明確な向きを保証する目的で、本発明による直線状の脱出経路標識は、
たとえば１３４，１３２，１３８および１４０などの脱出経路標識の曲線部によって補わ
れる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】

【図８】

【図９ａ）】 【図９ｂ）】

【図９ｃ）】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】
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